

































選択肢は１．調査研究活動 ２．収集保存活動 ３．展示活動 ４．教育普及活動 ５．レクリエー
ションであった。回答の集計を図 1 に示した。さらに、1 番力を入れているものに 3 点、2 番目





























こでは分野ごとの傾向を読み解くために 41 の課題を、設問時に設定された 7 つのカテゴリー
（A 経営・運営に関して、B 組織・運営体制について、C 利用者に関して、D 事業に関して、E
資料に関して、F 連携協力について、G 施設設備に関して）に区分し、「すごくあてはまる」「ま

































はまる」「まああてはまる」の合計が 50％を越えた 29 項目の分野別の数。 
 
分野 50％を越えた項目数／設問数 課題認識の強いもの 
A 経営・運営に関して 7/10 （70％） 中長期目標・評価・使命・危機
管理など 
B 組織・運営体制について 3/3 （100％） 職員不足・研修不足・学芸員の
力量発揮 
C 利用者に関して 3/4 （75％） 入館者数・インバウンド・高齢
者や身障者対応 
D 事業に関して 3/7 （43％） ICT 利用、調査研究、常設展
更新 
E 資料に関して 7/7 （100％） 資料情報公開・資料デジタル
化・資料整理・収蔵庫・保存環
境など 
F 連携協力について 4/5 （80％） 大学・図書館・他館・企業や団
体 








r や Facebook を中心に拡散し、また西日本自然史系博物館の ML, 歴史民俗博物館連絡協議
会、などいくつかの ML でも転送され、全国の学芸員 128 名からの回答を得た。地理的にも都
市部の博物館だけでなく、様々な場所から回答が寄せられ、また館の種別は自然史が 19.2％と














































を入れた活動に 3 点、2 番目ものに 2



































答した学芸員が 82 名と最も多く、平均スコアでも 2.63 と最も高かった。次点として展示に係











設置施設 経営 資料 研究 展示 教育 職員 施設整備 連携協力
学芸員１２８人へのアンケートから





























































い、希望、強く希望から選んでもらった。わからないを除外して、不要 0 点、希望 1 点、強く希
望に 2 点付与して積算、項目ごとに回答者あたりの平均を求めてスコア化した（図 5）。結果、



































































































































































l 潜在的な資料の調査と、収蔵環境の整備も必要  




はないか   
l museum と gallery を一緒にすべきではない 














































































l 施設によっては連携は必要ないという判断もありうる 。 
l 連携や共働の推奨はよいことだが、収集・調査研究・展示・保存、といった基本ができて
から副次的に取り組んでほしい。  
l 今後最重要となる方向性の一つであると思う。 
